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環
境
省
は
十
月
十
一
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
同
省
第
一

下
水
道
は
適
正
な
維
持
管

理
・
更
新
に
よ
っ
て
初
め
て

本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
。

普
及
の
進
ん
だ
都
市
部
で
は

作
る
時
代
か
ら
環
境
問
題
に

も
配
慮
し
た
高
機
能
の
施
設

に
再
編
す
る
時
代
を
迎
え
て

会
議
室
で
第
一
回
「
気
候
変

動
長
期
戦
略
懇
談
会
」
（
座

長
・
大
西
隆
豊
橋
技
術
科
学

大
学
学
長
・
日
本
学
術
会
議

会
長
）
を
開
催
し
た
。
長
期

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

大
幅
削
減
と
構
造
的
な
経
済

・
社
会
問
題
の
同
時
解
決
を

お
り
、
適
切
な
管
理
に
よ
る

め
ざ
し
、
新
た
な
気
候
変
動

・
経
済
社
会
戦
略
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
二
〇
三

〇
年
削
減
目
標
（
二
〇
一
三

年
度
比
二
六
％
減
）
を
定
め

た
「
日
本
の
約
束
草
案
」
が

七
月
に
決
定
さ
れ
、
確
実
な

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

下
水
道
法
施
行
令
を
改
正

す
る
政
令
が
十
月
七
日
、
公

布
さ
れ
た
。
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
に
関
す
る
水
質
基
準

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
第
四
次
環
境
基
本
計
画

で
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八

〇
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
を
め
ざ
し
、
Ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
で
は
世
界
全
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
向
け

た
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

最
小
化
、
さ
ら
に
は
予
算
の

平
準
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
た
め
同
省
は
平
成
二

十
五
年
九
月
に
下
水
道
施
設

方
公
共
団
体
に
よ
る
下
水
道

事
業
執
行
体
制
の
確
保
へ
設

計
者
や
工
事
監
督
者
、
維
持

管
理
従
事
者
の
資
格
要
件
を

緩
和
す
る
。
二
十
一
日
か
ら

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
〇
一

〇
年
比
四
〇�
七
〇
％
の
上

方
削
減
と
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
目
標

を
達
成
す
る
に
は
個
別
対
策

の
積
み
上
げ
だ
け
で
は
な
く

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革

が
不
可
欠
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
省
は
環
境
相
の
私
的

懇
談
会
と
し
て
幅
広
い
分
野

の
有
識
者
で
構
成
す
る
同
懇

談
会
を
設
置
。
年
度
内
に
五

回
ほ
ど
開
催
し
、
議
論
を
煮

の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
に
関
す
る
手
引
き
案
と

下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制
度

に
関
す
る
手
引
き
案
を
改
定

・
統
合
し
、
新
た
に
「
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を

踏
ま
え
た
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
策
定
の
手
引
き
案
」
を

作
成
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ

を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

と
く
に
点
検
・
調
査
や
改
築

・
修
繕
に
よ
っ
て
適
切
な
施

設
管
理
を
行
う
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
促
進
に

努
め
て
き
た
。

検
討
会
で
は
維
持
修
繕
基

準
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
下
水

道
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
予

防
保
全
を
中
心
と
し
た
戦
略

施
行
す
る
予
定
だ
。

昨
年
十
一
月
に
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
に
関
す
る
水
質

環
境
基
準
が
○
・
○
三
㎎
／

Ｌ
以
下
か
ら
○
・
○
一
㎎
／

詰
め
て
い
く
考
え
だ
。

座
長
を
除
く
メ
ン
バ
ー
は

次
の
と
お
り
。
（
五
十
音
順

・
敬
称
略
）

▽
浅
野
直
人
（
福
岡
大
学

名
誉
教
授
・
中
央
環
境
審
議

会
会
長
）
▽
伊
藤
元
重
（
東

京
大
学
経
済
学
部
教
授
・
経

済
財
政
諮
問
会
議
民
間
委

員
）
▽
川
口
順
子
（
明
治
大

学
国
際
総
合
研
究
所
特
任
教

授
）
▽
住
明
正
（
国
立
環
境

研
究
所
理
事
長
）
▽
安
井
至

(

持
続
性
推
進
機
構
理
事
長)

的
維
持
管
理
・
更
新
に
向
け

て
現
行
の
手
引
き
案
を
改
定

し
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
の
策
定
を
促
進
す
る

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
。
下
水
道
管
理
者
に
よ
る

中
長
期
的
な
維
持
管
理
・
更

新
計
画
の
策
定
に
よ
っ
て
施

設
全
体
の
最
適
管
理
を
実
現

す
る
の
が
狙
い
だ
。

当
日
は
本
田
康
秀
同
省
下

水
道
部
下
水
道
事
業
課
企
画

専
門
官
が
「
皆
さ
ま
の
ご
指

摘
を
集
約
し
、
新
た
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て

い
き
た
い
」
、
滝
沢
委
員
長

が
「
引
き
続
き
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
願
い
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
主
要
な
検
討

課
題
や
改
定
の
方
向
性
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
し
た
。

Ｌ
以
下
に
強
化
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
下
水
道
を
使
用

す
る
特
定
事
業
場
の
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
関
係
排
水
基

準
を
現
行
の
○
・
三
㎎
／
Ｌ

以
下
か
ら
○
・
一
㎎
／
Ｌ
以

下
に
改
正
す
る
。

ま
た
昨
年
一
月
に
「
平
成

二
十
六
年
の
地
方
か
ら
の
提

案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
下
水
道
事

業
執
行
体
制
の
再
編
・
確
保

が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め

公
共
下
水
道
ま
た
は
流
域
下

水
道
の
設
計
者
、
工
事
監
督

者
、
維
持
管
理
従
事
者
の
資

格
要
件
を
緩
和
し
、
現
行
の

実
務
経
験
年
数
を
二
分
の
一

に
引
き
下
げ
る
。
こ
れ
に
伴

い
下
水
道
以
外
の
一
定
の
イ

ン
フ
ラ
関
連
業
務
に
現
行
の

下
水
道
実
務
経
験
年
数
の
二

分
の
一
を
上
限
と
し
て
参
入

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
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大西座長

国交省検討会で意見交換

国
土
交
通
省
は
十
月
八
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
で
第
二
回
「
下
水
道
事
業
の
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
教
授
）
を
開
き
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
下
水
道
法
の
改
正
で
新
た
に
維
持
修

繕
基
準
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な
維
持
管
理
・
更
新
計
画
の
策
定
に
よ
っ
て
施
設
の
機
能
を
持
続

的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理
・
更
新
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
抑
制
を
め
ざ
す
。
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滝沢委員長
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